
本日は、リノベーション３５で協議しております「青

少年育成基金」についてお話します。クラブ計画書

の１０ページに記載されている基金は現在１１２万円程

積み上がっています。この基金を青少年育成のた

めに、生きたお金として使途できるようにルール作

りをしましょうと理事役員会で協議を重ねました。

そもそも、どのようないきさつで、この基金が創

設されたのかを当時の幹事の石川健次さんに経緯

をお話しいただきます。

（石川健次会員）

故 長谷川清一さんの御遺族から、ご葬儀の後

で連絡をいただきました。「父の葬儀に際し、大和中

ＲＣの皆様に大変お世話になり感激しました。家庭

では大変厳格な父親で、私は学生時代から優しい

言葉をかけてもらった記憶がありません。しかし、ロー

タリーではこんなに沢山の人に親しくして頂いてい

た事に驚きました。感謝の気持ちですので、どうぞ

クラブのために役立ててください」ということで、５０

万円の御奉仕を頂きました。（当時の会員数は５０

名＝クラブからの弔慰金と同額）

大金でもあり、御遺族の意思も尊重し、年度が変

わっても後々に明確にできるようにと、ひとまず別

会計としてお預かりするように新たに口座を作りま

した。

当時は、大和中ＲＣではクラブへの寄付金等につ

いて適当な入金処理の方法がなく、大変苦労した

のですが、生前の長谷川さんが地域の青少年に何

かできないかと度々お話されていた事を思い出し、

このような形に至ったのだと記憶しています。

このような経緯で「青少年育成基金」という受

け皿が作られ、それ以降は志のある方から度々頂

戴した浄財を積み増しながら、現在に至っています。

有難うございました。石川会員のお話で、今から

十年前に御逝去された長谷川清一さんというお名

前が出てきました。故長谷川会員について、今では

会員の半数近くが存じ上げない時代に移ろいでま

いりました。故長谷川会員について、薫陶を受けた

会員の一人であります後藤さんに、彼のロータリー

に対する考え方、青少年育成に対する思いをお話

頂ければと思います。

（後藤定毅会員）

長谷川さんは、今会長が言われたように会員の

ほとんどの方が知りません。我がクラブのチャーター

メンバー（創立会員）で、第6代クラブ会長、そして創
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立時のクラブ幹事を務め、さらには初代会長、副

会長の相次ぐ病気で、臨時的に一人三役を務め

る忙しさで、創立時のよちよち歩きのクラブで八面

六臂の活躍をされたようです。海軍経理学校を卒

業し、戦争中海軍主計少尉として戦艦「武蔵」に乗

り込み、アメリカ軍の砲弾で一命は取り留めたもの

の、足を負傷し、最後まで不自由なお身足状態で

した。戦後は通産省、神奈川県の役人として産業

政策に係わられ、ロータリーでの職業分類は、「経

営コンサルタント」で、倒産整理などでは人間の地

獄を見たと聞いたことがあります。過去の経歴から

も推察されるように、厳しく近寄りがたい雰囲気を

持つ印象でしたが、お話をしてみますと穏やかで、

話題も豊富で実に素晴らしい先輩でした。

クラブ活動計画書を見て戴くとわかりますが、長

谷川さんは財団や米山に多額の寄付をされていま

す。ある時若気の至りでこんな質問をしたことを思

い出します。長谷川さんの自宅は上草柳にあって、

古く、庭もほとんどない、小さな家でしたので、「長

谷川さん、私にはご生活が清貧の暮らしぶりのよ

うに見えますが、何故財団や米山にあのように多

額の寄付をされ続けるのですか？」と。その時の長

谷川さんは、「後藤さん、人間は上を見れば切りが

ない、下を見ても切りがない。考えてみれば人間の

生活は、起きて半畳、寝て一畳もあれば十分ですよ。

私はロータリーに入れさせて戴いて、ただ自分はロー

タリアンでありたいと思って続けているだけです。」

でした。

また我がクラブは早い時期から青少年育成事

業に力を入れていましたので、創立20周年記念事

業として、初めて大和市の中学生に「海外派遣親

善交流事業」を実施しました。その時に副会長をお

願いしてました長谷川さんは、財団や米山と違って、

未来を担う地域の子どもたちの喜ぶ姿が直接に

見えて、自分たちのささやかな寄付がこのように

役に立つことは、素晴らしいことだと言ってくださ

いました。先ほどの話のように長谷川さんの没後

にご遺族から寄付があったわけですが、ご遺族に

はこの長谷川さんの意思はわからなかったと思い

ます。ただ長谷川さんを知る私には、このご寄付に

何か因縁めいた偶然を感じ、「みんなでしっかり活

かしてよ」、ということを彼岸から言われているよう

に思います。

このような先輩が我がクラブにいて、いろいろな

面でご指導を戴けたことは、私にとっては大変ラッ

キーなことであり、奉仕という世のため人のために

生きるとはどういうことなのかの見本を、学ばせて

戴いた素晴らしい方でした。

有難うございました。

それでは、皆様にお配りした別紙「青少年育成

基金の運用について」について御説明を致します。

基金の経緯については、お二方のお話の通りです。

基金の目的は

１．地域の青少年の社会教育活動への助成

２．経済的に恵まれない地域の青少年への奨学金

の支給であります。

具体的な運営方針として、

１．奉仕会計予算から基金への繰入等により安定

化を図る事

２．理事会の承認のもと、目的に該当する事業に

使途する事が可能であります。

昨年の会長就任の挨拶で、田中作次ＲＩ会長の

国際協議会でのスピーチを引用致しました。貧しい

地方の貧しい家庭で育った田中少年に、一人の先

生が手を差し伸べてくれた話です。東京のガラス

工場に住み込みで働きながら、夜間学校に通える

ように手配した先生の話です。

田中会長は「先生のこの行動は、その後の私の

人生を完全に変えました。私も、先生と同じように、

ロータリーを通じて、人生を変えるようなプレゼント

を、少年少女に与えることが出来るようになりまし

た」とロータリーの友３月号で話されています。

青少年に手を差し伸べる奉仕は、ロータリーの大

事な仕事の一つです。我がクラブの長谷川清一さ

んという偉大な先輩が残した種子を大きく育てて

いくことも、タスキを受け継いだ私たちの大事な仕

事ではないでしょうか。

①次週4/4例会終了後理事会を開催いたします。

②青少年育成基金等の細則の一部改正は、4/25

の例会で審議予定です。改正案の予告通知は

細則第16条で郵送となっていますが、日数があ

りますので本日の例会以降2回に渡り説明と通
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知を例会で行わせて頂きます。

③4月のＲレートは＄1＝94円です。

お祝いの方々

親睦活動委員会 長谷川 清 委員

会員誕生日 番 桂柳 君 3月31日

阿萬 正巳 君 4月2日

結婚記念日 神作 彰 君 3月31日

藤塚 勝明 君 4月2日

上田 利久 君 4月3日

創業記念日 番 桂柳 君 4月1日

藤田 重成 君 4月1日

梅田 秀雄 君 4月1日

岸 幸博 君 4月1日

山崎 賢二 君 4月1日

青柳 文四郎 君 4月1日

入会記念日 小栁 智裕 君 3月28日

辻 彰彦 君 4月1日

「奉仕プロジェクトに関して」

奉仕プロジェクト委員会 山崎 賢二 委員長

救急車寄贈プロジェクトに関する報告

★救急車

・トヨタ自動車㈱製高規格救急自動車 １台

初年度登録 平成１８年３月

走行距離 １２３,５００㎞(平成２４年３月１日)

付属機器類 ・輸液ポンプ ・酸素吸入装置

・搬送用人工呼吸器 ・血圧計 ・オゾン発生器 ・

投光器 ・スタッドレスタイヤ・酸素ボンベ ・ＡＥＤ

★提供先

・フィリピン・ボホール州アンダ自治体 町（区）

長 アンジェリーナ・シマシオ( Ｍｕｎｉｃｉｐａlｉｔｙ of AN

DA Ｐｒｏｖｉｎｃｅ of BOHOL ) Mayor ： ANGELIN

A B, SIMASIO

・ボホール州アンダ自治体はフィリピンのほぼ南

東部、ボホール島の東端に位置する。人口は約１

６９００人（2010年）。美しい海を資源としたリゾー

ト地域として知られる。しかしながら、そのリゾート

施設等は殆どがヨーロッパをはじめとする外国

の資本である。

★協力者（敬称略）

・日本側

飯塚秋男 （茨城県議会議員）

沢木民夫 （サワキ観光㈱ 代表取締役）

・フィリピン側

アーサー・ヤップ （ボホール州第３区選出国

会議員 元農務長官）

ジャスティノ・アボレダ （農学博士 現COCO

GREEN社 最高経営責任者）

経 過 報 告

★平成12年

５月１７日

・次年度理事役員予定者会議にて計画案発表

５月２５日

・タイ・バンコク・スリウォンＲＣにコンタクト

６月７日

・大和市長宛「救急車両寄贈のお願い」

６月１９日

・大和市長より「救急車両の寄贈について・回答書」

７月５日

・第一回クラブ協議会にて他の事業とともに計画

案発表

９月８日

・茨城県議・飯塚あきお氏にコンタクト

１０月２２日

・提供先がフィリピン・ボホール島アンダ地区に決

定

１０月２４日

・タイ・バンコク・スリウォンＲＣへ白紙撤回の通知

★平成13年

１月２３日

・市消防南分署にて救急車を確認

１月２６日
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・茨城県議・飯塚あきお氏を訪問

２月１８日～２０日

・マニラ・元農務長官・アーサー・ヤップ氏を訪問

２月２５日

・茨城県側より輸送に関する最終予定表が届く

３月１日

・ボホール島・タグビラランＲＣにコンタクト

３月５日

・大和市長と面会、今回のプロジェクトに関する説

明・御礼。贈呈式（目録）

３月１３日

・救急車を下妻市へ回送。コンテナーにて船積み。

３月２９日

・フィリピン・セブ島へ着（右ハンドルを左に改造

４月上旬

・ボホール島へ着

４月１５日

・ボホール島ロアイ地区にて下妻消防車の贈呈式

５月中旬

・ボホール島アンダ地区訪問。贈呈式に臨む

本日の内容は下記よりダウンロードできます。

http://sdrv.ms/TpSc5u
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横澤 創 会長・入江 公敏 幹事
本日の卓話は奉仕プロジェクトに関してです。今年

度の奉仕活動はバラティーに富んでいます。今日は救
急車の話もあると思います。どうぞ宜しくお願い致し
ます。
高橋 清 君
米山奨学生、斉忠良君の父母よりクラブに頂いた

「手作り 福刺繍掛け軸」を私に頂けます事は、大変嬉
しく思います。カウンセラーとして満足なお世話が出
来ませんでしたが、生涯私の宝物として大事にお預
かりさせて頂きます。
姉妹クラブ友好委員会委員長 橋本 日吉 君
4月18日の合同例会、沢山の御参加ありがとうご

ざいました。友好クラブ東慶州RCメンバー一同喜んで
帰国できる様に、準備万端で望みたいと思います。皆
様のご協力、宜しくお願いします。
郡司 守 君
どこも桜が満開です。例会終了後、横浜への帰り

ちょっと遠道して瀬谷の海軍道路の桜トンネルをくぐ
り、車の中から花見してのんびり帰ります。
松崎 正実 君
孫の誕生した年の通常コインを捜していたところ、

昨日偶然にも昭和64年の五円玉を見つけました。何
か良い事がありそうなのでスマイルします。
後藤 定毅 君
桜が満開になりました。年々歳々花相似たり、歳々

年々人同じからず、春の喜びと人生の哀しさを花を見
ながら感じる季節となりました。
番 桂柳 君
①誕生日を祝って頂き、御礼申し上げます。晩期高齢
者です。

②創業記念を祝って頂き、ありがとうございます。但
し、診療所は閉鎖してすでに8年です。

阿萬 正巳 君
誕生日のお祝いありがとうございます。4月2日当

日は、神奈川県のゴルフ大会の予選に参加いたしま
す。予選を通れば良い日になるのですが…。
上田 利久 君
結婚記念日、お祝いを頂きありがとうございます。

お互いに寄り添いながら、心は若くいつまでも…。
神作 彰 君
結婚記念日の祝いありがとうございます。

藤塚 勝明 君
結婚記念日のお祝いありがとうございます。45回

目になるのでしょうか。
青柳 文四郎 君

創業記念日のお祝いをして頂き、ありがとうござい
ます。
藤田 重成 君
創業を祝って頂きありがとうございます。

梅田 秀雄 君
創業日を祝って頂きありがとうございます。厳しい

環境ですが、何とか頑張っています。
山崎 賢二 君
創業記念日のお祝いをありがとうございます。今

日は、御礼のコメントを考えている余裕がありません。
悪しからず。
辻 彰彦 君
入会記念のお祝いありがとうございます。早いも

ので4年目に突入します。これからも宜しくご指導願
います。
中島 康次郎 君
次年度用の顔写真を撮らせて頂きますので、ご協

力願います。
岸 幸博 君
創業を祝って頂きありがとうございます。

スマイルボックス 岸 幸博 委員長 本日 \29,000 累計 \694,670


